様式１－２（第６関係）
年　月　日

大阪府高度スマート農業技術実装促進事業実施計画（報告）書

１．事業実施主体の概要
	事業実施主体名
	

	（法人・団体の場合）代表者名
	

	住所
	

	担当者名
	氏名
	

	
	電話番号
	

	
	e-mail
	

	国版認定農業者、認定新規就農者の認定状況
		認定区分
	認定日
	（見込みの場合）
認定予定時期
※事業実施年度末まで

	国版認定農業者
	　　年　　月　　日
	　　年　　月頃

	認定新規就農者
	　　年　　月　　日
	年　　月頃







2．計画の概要
	２－１．事業の目的・背景（現状や抱える課題、事業目的について記入）

	




	２－２．事業の実施場所

	
	所在地
	栽培品目
	取組面積

	 
	
	　　　　　a


位置図（事業導入予定地を○で示す）









※事業実施場所について該当する項目にチェック
□事業主体本人の所有権または利用権の設定をしていることを確認した。
□地域計画にスマート農業が位置づけられていることを市町村に確認した。
□地域計画にスマート農業が位置づけられる予定であることを市町村に確認した。
（位置づける時期（事業実施年度末まで）：令和　　年　　月予定）
□生産緑地であること確認した。


	２－３．導入技術・機器の内容

	








	２－４．事業完了予定年月日

	　　年　　月　　日

	２－５．事業の成果目標

	（１）成果目標
	[bookmark: _Hlk231389578]内容
	現状（令和　年度）
事業実施前年度
	目標年度（令和　年度）
事業実施年度の翌々年度

	 
	
	



（２）成果目標の算定方法および根拠
※成果目標と関連する定量的指標を交えて記入すること。
※根拠資料（導入技術により成果目標を達成できると判断した調査結果や文献等）を添付すること










（３）事業実施にあたり、記録する環境センシングデータ、収量・生育データ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	記録する項目

	環境センシングデータ

	該当する項目にチェック
□温度　□湿度　□CO2濃度　□日射　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	収量・生育データ
	該当する項目にチェック
□収量データ
□生育データ（　　　　　　　　　　　　　）

	環境センシングに用いる機器（予定）
	機種・型番（　　　　　　　　　　　　　　）


※環境センシングはモニタリング機器を用いて記録すること。
※温度、湿度は必須。加えて、導入技術の成果確認に必要な環境データのセンシングを行うこと。　
※収量・生育データは少なくとも月ごとに把握すること。



５．収支予算（決算）書（適宜行を追加してください）
（収入の部）
	項目
	金額
	備考

	補助金
	
	

	自己資金
	
	

	
	
	

	合計
	
	



（支出の部）
	項目
	金額
	うち補助金予定額
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	
	
	



※実績報告の際は、様式中の「計画」を「実績」に、「予算」を「決算」に替えて記載すること。

６　加算ポイントにかかる添付資料

	加算ポイントの項目
	提出資料
	該当の有無
（いずれかにチェック）

	センシングの実施
（審査項目5－2関係）
	前作で取り組んでいるセンシングおよび収量・生育調査の内容（調査期間、調査項目・結果概要等）がわかる資料
	□該当なし
□該当あり


	本事業の対象品目の栽培実面積（現状）
（審査項目5－3関係）
	面積がわかる資料
	□該当なし
□該当あり
（栽培実面積：　a）

	収量・売上（現状）
（審査項目5－４関係）

	単位面積あたり収量または売上がわかる資料
	□該当なし
□該当あり
（単位面積あたり収量または売上：　　　㎏または円/10a）























